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社会教育関係 重 点事項 (学校 ・家庭 ・地域が一体となつた教育の実現をめざして)

■弾強伸子弾Ⅲ孝勢琴“筆"||
0 地 域 ぐるみで子どもたちの体験活動やボランティ

ア活動を支援 します。

学校支援本部事業 (北塩原村、西会津町、三島町)

0 放 課後等における子どもたちの居場所づ くりを支

援 します。

放課後子どもブラン (会津若松市、喜多方市、西

会津町、会津坂下町、会津美里日1、柳岸町、金山

町、二島町、湯川村)

0 社 会教育関係者を育成 し、公民館を支援 します。

Ⅲ 表虐■力Ⅲ率韓幸幸義鶏豪チ̀ |ゆ 1■
O PTAや 地域代表による協議や研修をします。

子どもをはぐくむ地域

実践フ
Cロ

ジェクト (会

津地域家庭教育推進ブ

ロ、ック会議)

=|1子どtiti"豊 が=
||'■|■|■をヽ ‐‐ぐ|(4ⅢⅢ勢=

0 子 どもの読書活動を推進する人材を育成 します。

読書活動推進研修講座 (予定日時及び会場 :平成

23年 12月 7日 ～ 9日 含 津稽古堂)

O 公 立図書館の利用促進 (「あづま号J巡 回事業)

授業や課題研究、進路の子助けとなる関連図書

(約50冊)の 「セット貸出J

※ 会 津教育事務所のホームページを充実させます。

「待ち受け画面」で積極的に活用 してください。

Fu?子をそ者“子|

◇ 子 どもたちの豊かなこころの育成

○ 道 徳教育の充実
・道徳教育推進教師を中心とした指導体制づくりと

道徳の授業公開の推進
・教材の開発と地域人材活用による道徳の授業の多

様な展開
○ 少 人数教育によるきめ細やかな指導

|。「連携J「組織的Jを キニワードにした不登校出

現ゼロに向けた取組みの推進
・保護者や関係機関と連携 した問題行動、特に暴力

行為の未然防止のための組織的な取組みの推進

◇ 子 どもたちの健やかな体|の育成
○ 体 力の向上に関する取組みの充実

・運動課題や改善策を明確にした体力つくり推進計

画に基づく授業く体育的活動の充実
・運動好きの子どもを育て、生涯にわたる豊かなス

ポーツライフの基礎を培う指導の充実

○ 食 育の推進
・食生活の実態に基づいた食育推進計画の整備改善
・食育推進コーディネーターを中心にした組織的な

推進

◇ 予 どもたちの生きる力を支える「確かな学力どの育成

○ 少 人数教育によるきめ細やかな指導
,「少人数学級編制」と 「少人数指導」の柔軟な選

択と対応の推進    |        ‐

O 学 力向上のための取組み
・思考力 ・判断力 ・表現力を育成する言語活動の充
実

◇ 障 がいのある子どもたちが 「地域で共に学び、共に

生きる教育」の推進  |
○ 地 域における支援体制の整備 ,充実と理解啓発の

促進
・個別の教育支援計画 `指導言ギ

・
画に基づく適切な指

導と効果的な支援    ‐
・児童生徒上人一人の教育的ニーズの把握と組織的
な相談支援

◇ 安 全で安心できる学習環境の整備促進

○ 児 童生徒の安全確保
・自然災害を想定 した学校安全計画の整備
・児童生徒が自ら安全を守るための能力の育成 (声

かけ被害、交通事故防止)

1 基 本的な考え方
(1)今 年度の定期人事異動については、以下のような県

教育委員会の方針を全教職員で共有 して対応する。

0 3月 11日 に発生 した東日本大震災及びその後の

原子力発電所事故への学校現場における迅速な対応

や、被災した児童生徒の現状把握とフとヽのケア等を最

優先 して対応するため 4月 1日 付けでの異動実施を

見送ったこと

O 学 校はもとより児童生徒への影響をできる限り少

なくするために、学習活動の大きな区切りとなる夏

季休業中の 8月 1日付けで異動を行うこと

(2)各 学校において、 8月 1国人事異動の影響を具体的
に想定 し、 1学 期中から円滑な移行のための対策を実

施 していく。
(3)年 度途中の人事異動について、児童生徒、保護者及

び地域住民等の理解と安心を得て、信頼関係を維持 し

ていくことに最大限配慮する。

い

2 具 体的な配慮事項等

(1)指 導の継続性 ・累積性の確保

O 日 々の教育活動の実施や児童生徒 ・保護者等への

対応については、学級担任や各担当に任せるばかり

でなく、学年や学校全体で組織的に行 うことについ

ても、これまで以上に留意する。

O 教 育課程の 1学期の内容を確実に実施するととも

に、適切に与|き継ぎを行う。引き継ぎの際は、個々

の児童生徒の 1学期の学習や生活の状況、家庭との

連携の状況について十分に確認する。

(2)児 童生徒 ・保護者への説明

○ 人 事異動が 8月 1日付け実施になった趣旨、及び

指導の継続性 ・累積性確保のための学校としての方

策等について、丁年に説明を行 う。

① 懇 談会等での説明や文書配付により、できるだけ

早期に行うようにする。
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北塩原村教育委員会教育長 佐 藤 信 寛

「おかえりなさい」その一言で、思わず全身が

うれしさでいっぱいになりました。 20年 ぶりに

北塩原村教育委員会の仕事をさせていただくこと

になって 2週 間、沖縄東村との交流事業で、村の

受入宿舎となったY旅 館を訪ねたときの出来事で

す。旅館の女将さんは、私の顔を見たとたん、冒

頭の言葉をかけてくれました。心に響 く言葉でし

た。 20年 の歳月が一気に縮まり、この一言で改

めて、自分の持ちうるすべての力を北塩原村のた

めに尽 くさなければと心に期 した瞬間でした。

東日本大震災とその後の原発事故で、今福島県

は大変な状況におかれています。震災の直接的な

被害を免れた北塩原村 も、農業や観光の面で原発

事故による風評被害に苦 しんでいます。二次避難

で村内においでの方も、大勢いらっしゃいます。

先を考えると誰 しもが下を向きがちな状況の中、

どのようにすれば、教育の力で村民はじめ関係の

方々の顔が少 しでも上向きに

なれるか、職員と考えている

毎日です。考えたキーワー ド

は、「一人一人がつなが り、

知恵を出し合い、力を合わせる」ことです。

本年度の重点施策である 「幼小中の一貫 した教

育をめざす連携事業」「生涯学習出前講座」「学校

支援地域本部」「村民ひとリー文化一スポーツ」

等の各事業を展開するにあたり、上記のキーワー

ドを大切にしながら実践に努めていきたいと考え

ています。避難されている方々には、北塩原村を

理解 していただき、村民とふれあう機会として、

積極的に公民館事業の紹介を進めています。

私がいただいた 「おかえりなさいJと いう言葉

のように、心に響き、心がつながる言葉を職員と

共に大切にしながら。

柳津町教育委員会

艦 信仰の山から親しむ山杓

「いいたにさん」と呼ばれ、山岳信仰のメッカ

として有名で、古い時代から山容そのものを御神

体として、そこに繁る樹木とともにこの山を神霊

として、深い信仰をl.aげてぃたところである。昨

年までは9月23日にハイキングを実施 していたが、

通年登山への情報発信をより早 くするため見直し、

今年は5月 8日 に 「第 1回飯谷山山開きJと して

実施することとなった。

登山口から間もない所に飯谷神社があり、古来

より雨乞いの願いをかなえてくれるものと信 じら

れ、霊力をもつ聖なる山として崇められていた。

また、江戸時代には奉納相撲が盛んに行われ、

今なお、野老沢芸能保存会に相撲甚句が継承され

続け、イベント等で相撲踊 りが披露されている。

標高782mの さほど高い山ではないが、植生の変

化に富み、カタクリ・コブシ・山桜 ・スミレ・ヤ

ブッバキの花や、ショウジョウバカマ ・イワウチ

ヮなどの高山植物の花が咲き、道行 くごとに何 ら

かの花に会える素晴らしい山である。

登山記念バ ノヽチにはヒメシャガの花が描かれて

おり、まだ咲いていなかったが、6月には登山道

に小型のアヤメに似た愛 らしい花姿が見 られる。

山頂付近には、みごとなブナの二次林が覆い、

その中に炭焼き窯の跡がいくつもある。山頂まで

は1時間45分ほどを要 し、山頂か らは西側にlkm

ほどの眼下に、1611年の大地震によって崩壊 し、

大杉山地区を埋没させ誕生 した白沼が見える。

飯谷山は、うつくしま百名山の一つとして知 ら

れているが、春に山開きを実施 し、飯谷山の植物

多様性を広 く知 らしめたことの成果は大きく、伝

統文化や自然観察など生涯学習に結びつく素材が

豊富であることも重要な発見であった①
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